
□ 経費区分の取扱いについて（建設工事)

　最低制限価格(低入札価格調査基準価格）の算定における経費区分については、次のとおり取り扱う

ものとする。

　以下フロー中　　　　　　　は直接工事費、　　　　　　　は共通仮設費（ただし、共通仮設

費積上分は　　　　　　　　　　に含む。）、　　　　　　　は現場管理費、　　　　　　　は

一般管理費等とする。

　ただし、下記フロー中（４）の「製作原価」、（５）の「機器単体費」及び（６）の「工場製

作原価」に見積による資材単価を使用する場合において、当該資材単価が現場着単価である場合

には、下記フローによる分割は行わず、全て　　　　　　　　　　として取り扱うものとする。

　なお、「製作原価」、「機器単体費」及び「工場製作原価」の資材単価を、下記フローにより

分割できるものについては、分割して取り扱うものとする。

【留意事項】

　スクラップ費等を直接工事費に計上している場合の最低制限価格等（※）の算定にあたっては、

直接工事費にはスクラップ等の売却費を含めないものとし、「最低制限価格の算定式」における

所定の率を乗じるものとする。

（※）最低制限価格等・・・最低制限価格、低入札価格調査基準価格、失格基準

経費区分等の取扱い及び最低制限価格(低入札価格調査基準価格）の算出方法

また、取得した立木の売却費等についても、共通仮設費に含めないものとし、同様に取扱うものとする。

① ②

① 直接工事費 ③ ④

① 直接工事費
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① × ＝ 円
　 （1円未満切り捨て）

② × ＝ 円
　 （1円未満切り捨て）

（ ）

③ × ＝ 円

① 　 （1円未満切り捨て）

直接工事費

④ × ＝ 円
② 　 （1円未満切り捨て）

共通仮設費

③
現場管理費

設計額（税抜） 円 円
④

一般管理費等 消費税率 消費税率

消費税相当額 設計額（税込）

※注1：スクラップ費、立木の売却費等は工事価格より控除する。 割合（Ｂ/Ａ） Ｂ ／ Ａ ＝
※積算体系については、土木工事標準歩掛（大分県土木建築部）及び水道事業実務必携に
　 準ずる。

割合（確定） ≦ ≦

税込 円
税抜 円

調査基準価格 ＝　予定価格　×　割合

税込 円
税抜 円 (円未満切上げ）

失格基準価格 ＝　（ 直接工事費 × 87％ ＋ その他経費 × 70％ ） × 1.10

※その他経費＝共通仮設費率計上分＋現場管理費＋一般管理費等

税込 円
税抜 円

失格基準価格
187,835,800
170,759,819

（下限値）

調査基準価格
209,892,870
190,811,700

予 定 価 格
233,214,300
212,013,000

…Ｂ

0.90
（小数第３位を四捨五入）

7.5/10 0.90 9.2/10
（上限値）

10.0% 1.10 10.0% 1.10

233,214,300 …Ａ 合計（税込） 209,699,100

請負工事費
スクラップ等の売却費 57,000 （※スクラップ費、立木の売却費等がある場合に入力）

212,013,000 合計（税抜） 190,635,545

工事価格
工事原価

一般管理費等 26,897,891 0.55 14,793,840
純工事費

現場管理費 41,993,000 0.90 37,793,700

0.90 10,745,100

11,939,000

（１）　土木工事【一般土木等】

共通仮設費 11,939,000

直接工事費 131,240,109 0.97 127,302,905

□ 低入札価格調査基準価格等の算出方法 【設計図書等にて各経費を算出して行う。】

基準率 算出額

【 算出例 】 土木工事

※共通仮設費積上分は、

直接工事費に含む。

（※注1）
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